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家
族
か
ら
離
れ
て
暮
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
子
ど
も
を
温
か
く

家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
理
解

を
持
っ
て
、
成
長
を
支
え
る
人

を
「
里
親
」
と
い
い
ま
す
。
里
親

に
は
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。 

養
育
里
親　
家
族
と
暮
ら
せ
な
い

子
ど
も
を
一
定
期
間
、
家
庭
に

迎
え
入
れ
て
養
育
す
る 

養
子
縁
組
里
親　
養
子
縁
組
に
よ

り
養
親
に
な
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
子
ど
も
を
養
育
す
る 

里
親
制
度
に
つ
い
て
、
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
、
話

だ
け
で
も
聞
い
て
み
た
い
と
思
う

人
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
Ｆ
Ｍ
ゆ
き
ぐ
に
」
で
、
市
議

会
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
を
放

送
し
ま
す
。 

放
送
日
程
や
質
問
内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
中
で
す
。 

放
送
予
定
議
員 

（
質
問
順
位
、敬
称
略
、10
月
10
日

（
月
・
祝
）
か
ら
予
定
） 

梅
沢 

道
男
、
勝
又 

貞
夫 

佐
藤 

剛
、
黒
岩 

揺
光 

永
井 

拓
三
、
中
沢 

道
夫 

牧
野 

晶
、
小
澤 

実 

川
辺 

き
の
い
、
目
黒 

哲
也 

中
沢 

一
博
、
寺
口 

友
彦 

大
平 

剛
、
田
中 

せ
つ
子 

吉
田 

光
利 

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
支
援

に
感
謝
を
込
め
て
、
除
草
・
清
掃

な
ど
の
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
す
。 

会
六
日
町
駅
・
五
日
町
駅
・
魚
沼

丘
陵
駅
周
辺
、
市
役
所
大
和
庁

舎
・
浦
佐
駅
周
辺
、
塩
沢
市
街

地
街
路
周
辺 

日
本
の
国
土
は
約
２
／
３
が
森

林
を
占
め
る
、
世
界
で
も
有
数
の

森
林
国
で
す
。
資
源
量
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
木
材

の
利
用
は
十
分
に
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
木
材
の
利
用

と
、
適
切
な
植
樹
に
よ
っ
て
、
森

林
が
持
つ
多
面
的
な
機
能
が
発
揮

さ
れ
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

実
施
期
間　

 

10
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪ 

ス
ロ
ー
ガ
ン　
「
ひ
ろ
げ
よ
う 

長
寿
社
会
へ　

無
事
故
の
輪
」 

運
動
の
重
点 

・
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止 

・
道
路
横
断
時
の
安
全
確
認
と
夜

光
反
射
材
の
積
極
的
な
活
用 

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
こ
ま
め

な
切
替
え 

南
魚
沼
市
有
機
セ
ン
タ
ー
で

問
農
林
課 

農
地
林
務
係

☎
７
７
３・６
６
６
３

10
月
は
木
材
利
用
促
進
月
間

問
環
境
交
通
課

☎
７
７
３・６
６
６
６

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動

問
南
魚
沼
児
童
相
談
所 

☎
７
７
０・２
４
０
０

ご
存
じ
で
す
か
「
里
親
制
度
」

10
月
は
里
親
月
間

問
議
会
事
務
局

☎
７
７
３・６
６
５
０

議
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
日
程 

９
月
定
例
会
︻
一
般
質
問
︼

問
・
申
公
益
社
団
法
人 

南
魚
沼

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２・４
９
７
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

10
月
1₄
日
㈮
は
感
謝
の
日

問
農
林
課 

農
業
振
興
係

☎
７
７
３・６
６
６
３

南
魚
沼
広
域
有
機
セ
ン
タ
ー
の

堆
肥
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

は
、
南
魚
沼
市
と
湯
沢
町
の
有
機

資
源
（
畜
産
排
泄
物
、
き
の
こ
廃

菌
床
、
も
み
が
ら
な
ど
）
か
ら
良

質
な
堆
肥
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
資
源
循
環
型
農

業
を
め
ざ
し
て
、
堆
肥
を
活
用
し

ま
せ
ん
か
。 

化
学
肥
料
や
農
薬
な
ど
を
低
減

し
て
栽
培
す
る
特
別
栽
培
米
の
規

模
拡
大
な
ど
に
対
し
て
、
国
や
県

の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

堆
肥
注
文
窓
口　
Ｊ
Ａ
み
な
み
魚

沼 

園
芸
畜
産
課 

　

☎
７
７
７
・
３
１
８
０ 

※
堆
肥
の
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

林
野
庁
で
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
木
を
「
つ
か
い
」、
森
林
や
生

活
環
境
な
ど
に
「
気
づ
か
い
」
を

す
る
運
動
と
し
て
「
木
づ
か
い
運

動
」
を
広
め
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
令
和
３
年
か
ら

は
、
10
月
を
「
木
材
利
用
促
進
月

間
」
と
し
て
、
木
材
の
利
用
を
通

じ
て
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。（
詳
し
く

は
、
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
） 

市
で
は
、
市
内
産
ス
ギ
材
を
積

極
的
に
利
用
す
る
た
め
「
南
魚
沼

の
木
で
家
づ
く
り
事
業
」
に
よ
る

補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

会
員
募
集　

 

あ
な
た
の
豊
か
な
知
識
と
経
験

を
地
域
の
た
め
に
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

仕
事
承
り
ま
す　

 

草
刈
り
・
ふ
す
ま
張
り
・
清
掃
・

剪せ
ん

定て
い

・
雪
囲
い
な
ど
、
臨
時
、
短

期
、
仕
事
量
に
関
わ
ら
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
日
没
が
早

ま
り
、
夕
暮
れ
時
の
視
認
性
が
低

下
し
、
道
路
横
断
中
の
歩
行
者
と

の
交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者

は
夜
光
反
射
材
を
積
極
的
に
活

用
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。


